
日

本

史

会
員
の
発
表
論
文
目
録

八
六
・
九
月

網

干

善

教

「
高
句
麗
の
寺
院
跡
と
壁
画
古
墳
」
『
肝
陵
』
一
三
号
八
六
・
五
月

「
大
阪
長
尾
コ
レ
ク
ン
ョ
ン
の
瓦
経
に
つ
い
て
ー
『
治
承
二
年
』
在
銘
瓦
経
を

中
心
に
ー
—
」
『
関
西
大
学
文
学
論
集
』
創
立
百
周
年
記
念
特
輯
（
上
）
八
六

・
―
一
月泉

澄

一

『
釜
山
窯
の
史
的
研
究
』
（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
）
八
六

・
1
0月

角

田

芳

昭

「
石
人
・
石
靱
の
資
料
に
つ
い
て
」
『
肝
陵
』
一
三
号
八
六
•
五
月

近

藤

直

也

『
ハ
ラ
イ
と
ケ
ガ
レ
の
構
造
』
（
創
元
社
）
八
六
・
七
月

佐

々

木

和

子

「
米
軍
史
料
に
み
る
姫
路
空
襲
」
『
史
泉
』
六
四
号

薗

田

香

融

「
関
西
大
学
校
祖
論
ー
|
吉
田
一
士
の
こ
と
ど
も
」

会
）
三
五
八
号
八
六
•
一

0
月

「
『
一
隅
を
照
ら
す
』
は
誤
読
で
あ
る
」

『
関
大
』
（
関
西
大
学
校
友

『
中
外
日
報
』
三
＿
―
-
五
八
七
し
九

0
号

（
一
九
八
六
年
五
月
i
―
二
月
）

（
八
六
年
秋

『
史
泉
』
六
四
号

八
六 八

八
六
・
―
二
月

平

雅

行

「
一
九
八
五
年
の
歴
史
学
界
1

回
顧
と
展
望
1

日
本
中
世
六
」
『
史
学
雑
誌
』

（
史
学
会
）
九
五
編
五
号
八
六
•
五
月

一
九
八
六
年
度
日
本
史
研
究
会
大
会
に
向
け
て
「
中
世
仏
教
と
社
会
・
国
家
ー
ー

井
上
光
貞
説
の
再
検
討
ー
ー
」
『
日
本
史
研
究
』
（
日
本
史
研
究
会
）
二
九
0
号

八
六

・
1
0月

津

田

秀

夫

「
日
本
封
建
制
解
体
の
特
質
」
『
歴
史
学
研
究
』
五
五
五
号
八
六
•
六
月

書
評
「
須
田
茂
『
幕
藩
制
社
会
解
体
期
の
研
究
』
」
『
日
本
歴
史
』
四
六

0

八
六

・
九
月

「
幕
末
・
維
新
期
の
近
郊
村
落
の
構
造
」
『
関
西
大
学
文
学
論
集
』
創
立
百
周
年

記
念
特
輯
（
上
）
八
六
．
―
一
月

寺

西

貞

弘

「
和
歌
山
に
お
け
る
地
方
史
研
究
の
現
状
と
課
題
（
古
代
）
」
『
和
歌
山
地
方
史
研

究
』
（
和
歌
山
地
方
史
研
究
会
）
一

O・

―
一
号
八
六
・
七
月

「
紀
俊
行
氏
所
蔵
飛
鳥
井
雅
永
和
歌
懐
紙
」
『
和
歌
山
市
立
博
物
館
研
究
紀
要
』

一
号
八
六
・
八
月

「
複
製
木
造
十
一
面
観
音
立
像
」
『
和
歌
山
市
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
一
号

六
・
八
月

「
和
歌
山
に
お
け
る
仏
教
文
化
の
流
れ
」
『
和
歌
山
の
仏
教
文
化
』

季
特
別
展
図
録
和
歌
山
市
）
八
六
・
一

0
月

遊

佐

教

寛

「
紀
州
藩
に
お
け
る
寛
政
改
革
と
加
増
制
の
擬
制
化
」
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史

『
歴
史
読
本
』
特
集
古
代
天
皇
家
の
皇
子

・
九
月
横

田

健

一

「
聖
徳
太
子
ー
孤
高
の
摂
政
ー
」

た
ち
八
六
•
六
月

「
飛
鳥
時
代
の
阿
倍
氏
」
『
明
日
香
風
』
（
飛
烏
保
存
財
団
）
一
九
八
六
・
七
月

「
古
代
豪
族
の
終
焉
ー
消
え
た
有
力
氏
族
ー
」
『
歴
史
読
本
』
特
集
古
代
豪

族
と
天
皇
家
の
興
亡
八
六
・
九
月

「
神
々
の
囁
き
1

飛
鳥
の
神
々
ー
ー
（
一
七
）
阿
倍
氏
の
氏
神
と
磐
余
の
神

々
」
『
明
日
香
風
』
（
飛
鳥
保
存
財
団
）
二

0

八
六

・
1
0月

「
記
紀
と
古
代
豪
族
伝
承
＇
~
尾
張
氏
の
神
話
伝
承
を
め
ぐ
っ
て
ー
—
」
『
歴
史

読
本
』
三
一
ー
ニ
ニ
八
六
・
ー
一
月

「
飛
烏
の
古
代
信
仰
を
さ
ぐ
る
」
『
飛
鳥
古
代
史
を
歩
く
』
（
毎
日
新
聞
社
）

八
六
．
―
一
月

「
上
代
日
本
に
お
け
る
兵
器
の
儀
礼
的
埋
納
に
つ
い
て
~
中
国
の
祭
祀
を

参
考
と
し
て
ー
」
『
関
西
大
学
文
学
論
集
』
創
立
百
周
年
記
念
特
輯
（
上
）
八

六
・
ー
一
月
東

洋

『
学
術
月
報
』

（
日
本
学
術
振

大

庭

脩

「
江
戸
時
代
に
お
け
る
漢
籍
の
輸
入
」
『
文
明
の
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド

M
u器
u
m

K
y
u
s
h
u
』
（
博
物
館
等
建
設
推
進
九
州
会
議
）
ニ
一
号
八
六

・
1
0月

「
武
威
出
土
『
王
杖
詔
書
・
令
』
冊
書
」
『
関
西
大
学
文
学
論
集
』
創
立
百
周
年

記
念
特
輯
（
上
）
八
六
・
ー
一
月

「
江
戸
時
代
に
お
け
る
中
国
文
化
受
容
の
研
究
」

興
会
）
五

0
四
号
（
三
九
巻
―
二
号
）

深

見

純

生

『
東
南
ア
ジ
ア
を
知
る
事
典
』
（
共
著
平
凡
社
）
八
六
・
七
月

.̀
Japanese 
S
o
u
r
c
e
 M
a
t
e
r
i
a
l
s
 o
n
 t
h
e
 
J
a
p
a
n
e
器

Military

istration" 
Utrechtse 
Historische 
Cahiers, 1
9
8
6
.
 

「
諸
蕃
志
の
蘇
吉
丹
の
位
置
に
つ
い
て
」
『
東
南
ア
ジ
ア
史
学
会
会
報
』
四
五
号

八
六
．
―
一
月

福

田

和

則

「
明
清
期
に
お
け
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
中
国
来
航
」
『
大
阪
女
子
学
園
短
期
大
学

紀
要
』
三

0
号
八
六
．
―
二
月

藤

本

勝

次

「
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
時
代
の
水
争
い
に
関
す
る
フ
ェ
ル
マ
ン
の
一
例
」
『
関
西

大
学
文
学
論
集
』
創
立
百
周
年
記
念
特
輯
（
下
）
八
六
．
―
一
月

藤

善

真

澄

「
智
顕
」
『
中
国
思
想
史
』
上
巻
（
ぺ
り
か
ん
社
）
八
六
．
―
一
月

「
宋
朝
訳
経
始
末
孜
」
『
関
西
大
学
文
学
論
集
』
創
立
百
周
年
記
念
特
輯
（
上
）

八
六
．
―
一
月

松

浦

章

書
評

R
o
n
a
l
d
P. 
T
o
b
y、
State
a
n
d
 D
i
p
l
o
m
a
c
y
 in 
E
a
r
l
y
 M
o
d
e
r
n
 

J
a
p
a
n
"
A
s
i
a
 in 
the Developi謎
n
t
o
f
 the 
T
o
苓
g
a
w
a
B
a
k
u
f
u
.

『
社

会
経
済
史
学
』
（
社
会
経
済
史
学
会
）
五
二
巻
二
号
八
六
・
六
月

「
清
代
中
国
対
日
本
漂
泊
民
的
厚
遇
ー
以
越
前
宝
力
丸
漂
翁
川
沙
庁
為
例
ー
」

『
日
本
研
究
』
（
中
国
沈
陽
、
遼
寧
大
学
日
本
研
究
所
）
一
九
八
六
年
第
二
期
八

六
•
六
月

八
六
．
―
二
月

A
d
m
i
n
,
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芝

井

敬

司

書
評
「
イ
ッ
ガ
ー
ス
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
歴
史
学
の
新
潮
流
』
」
『
西
洋
史
学
』
（
日
本

西
洋
史
学
会
）
一
四
二
号
八
六
・
九
月

「
一
八
世
紀
の
『
進
歩
』
に
つ
い
て
の
一
章
」
『
関
西
大
学
文
学
論
集
』
創
立
百

周
年
記
念
特
輯
（
上
）
八
六
．
―
一
月

富

沢

霊

岸

「
ヘ
ン
リ
ー
ニ
世
時
代
の
財
政
政
策
」
『
関
西
大
学
文
学
論
集
』
創
立
百
周
年
記

念
特
輯
（
上
）
八
六
・
―
一
月

光

畑

一

司

「
G
a
t
e
w
a
y
C
o
m
m
u
n
i
t
y
 

泉
』
六
四
号
八
六
・
九
月

西

洋

史

害
評
「
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
中
国
文
化
受
容
の
研
究
』
の
紹
介
を
め
ぐ
っ
て
」

『
東
方
』
（
東
方
書
店
）
六
四
号
八
六
・
七
月

「
中
国
海
事
史
研
究
の
現
況
」
『
東
洋
史
研
究
』
（
東
洋
史
研
究
会
）
四
五
巻
二
号

八
六
・
九
月

「
清
代
の
海
外
貿
易
に
つ
い
て
」
『
関
西
大
学
文
学
論
集
』
創
立
百
周
年
記
念
特

輯
（
上
）
八
六
．
―
一
月

吉

井

武

史

「
第
一
次
大
戦
期
イ
ラ
ン
に
お
け
る
民
族
防
衛
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
」
『
史

泉
』
六
四
号
八
六
・
九
月

考
ー
ー
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
の
一
視
点
ー
」
『
史

柿

本

典

昭

「
海
洋
資
源
の
研
究
ー
—
'
水
産
資
源
に
関
す
る
一
考
察
ー
」

論
集
』
創
立
百
周
年
記
念
特
輯
（
下
）
八
六
．
―
一
月

河

野

通

博

「
中
国
に
お
け
る
都
市
人
口
の
現
況
ー
ー
＇
中
国
の
都
市
の
統
計
的
考
察
（
第
一

報
）
ー
」
『
関
西
大
学
文
学
論
集
』
創
立
百
周
年
記
念
特
輯
（
下
）
八
六
．

―
一
月
末

尾

至

行

「
願
出
文
書
か
ら
見
た
栃
木
県
水
車
の
盛
衰
」
『
関
西
大
学
文
学
論
集
』
創
立
百

周
年
記
念
特
輯
令
＇
）
八
六
・
―
一
月

橋

本

征

治

「
近
世
後
期
に
お
け
る
在
村
（
ム
ラ
）
商
人
の
分
布
的
考
察
|
|
＂
加
賀
藩
砺
波
地
方

を
事
例
に
ー
—
」
『
歴
史
地
理
学
』
（
歴
史
地
理
学
会
）
―
-
―
-
四
号
八
六
・
九
月

「
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
タ
ロ
イ
モ
灌
漑
耕
作
」
『
関
西
大
学
文
学
論
集
』
創
立

百
周
年
記
念
特
輯
令
＇
）
八
六
．
―
一
月

三

好

唯

義

「
江
戸
時
代
の
槻
光
案
内
図
」
『
地
図
情
報
』
（
地
図
情
報
セ
ン
タ
ー
）
六
巻
一
号

八
六
•
六
月

地

理

学

『
関
西
大
学
文
学
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去
る
―
二
月
六
日
、
本
学
文
学
部
視
聴
覚
教
室
に
於
い
て
、
昭
和
六
一
年
度
史

学
地
理
学
会
大
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
―
一
の
研
究
発
表
と
今
年
度
を
も
っ
て
退

官
さ
れ
る
横
田
健
一
教
授
の
特
別
講
演
に
は
約
一
五

0
名
、
続
い
て
行
わ
れ
た
懇

親
会
に
も
約
五

0
名
の
方
が
出
席
さ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

研
究
発
表
、
特
別
講
演
の
題
目
•
発
表
者
は
左
記
の
通
り
で
す
。

研
究
発
表

日
露
戦
争
後
に
お
け
る
農
村
支
配
秩
序

近
世
に
お
け
る
村
役
の
変
質

近
世
に
お
け
る
女
性
像
に
つ
い
て

紀
州
藩
に
お
け
る
初
期
藩
政
改
革
と
家
臣
団
統
制

建
武
政
権
と
後
醍
醐
天
皇
綸
旨

古
代
エ
ジ
プ
ト
の
魂
に
つ
い
て

中
世
都
市
サ
ン
・
ト
メ
ー
ル
の
ハ
ン
ザ
に
関
す
る
考
察

盆
地
底
都
市
に
お
け
る
晴
穏
晴
夜
の
気
温
分
布
の
特
徴
に
つ
い
て

ー
—
亀
岡
で
の
観
測
結
果
を
例
と
し
て
ー
ー

南
宋
期
に
於
け
る
都
市
防
衛
と
地
域
社
会

ー
徳
安
府
の
事
例
―
―
二
七

i
―
一
三
三
ー
ー

昭
和
六
一
年
度

史
学
・
地
理
学
会
大
会
に
つ
い
て

徳

永

洋

介

住

友

陽

文

岩

城

卓

二

仲
田
麻
理
子

遊

佐

教

寛

丸

谷

豊

吹

田

浩

高

橋

陽

子

藤

田

忠

司

い
わ
ゆ
る
矢
羽
根
状
叩
き
目
に
つ
い
て

旧
石
器
時
代
の
瀬
戸
内
ー
ー
地
域
性
の
意
味
ー
ー

特
別
講
演

大
化
前
代
の
四
国
に
つ
い
て

掲
載
が
遅
れ
ま
し
た
が
、
研
究
発
表
•
特
別
講
演
の
題
目
•
発
表
者
を
次
に
温

し
ま
す
。

昭
和
五
九
年
度
学
会
大
会
(
―
二
月
一
日
）

研
究
発
表

神
文
に
み
ら
れ
る
中
世
の
農
民
意
識

農
・
エ
具
の
古
墳
副
葬
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題

氏
族
構
成
に
関
す
る
一
考
察

民
族
防
衛
委
員
会
の
性
格
に
つ
い
て

ー
第
一
次
世
界
大
戦
下
ィ
ラ
ン
情
勢
の
一
局
面
ー

万
葉
歌
へ
の
反
映
ー
|
天
武
・
持
統
朝
の
政
策
ー
ー

古
代
エ
ジ
プ
ト
中
王
国
の
統
一
者

ネ
ブ
ヘ
ペ
ト
ラ
ー
・
メ
ン
ト
ュ
ホ
テ
プ
に
つ
い
て

居
延
漢
簡
の
筆
跡
に
よ
る
集
成
試
論

昭
和
五
九
・
六

0
年
度

史
学
・
地
理
学
会
大
会
に
つ
い
て

萩
生
田
憲
昭

鵜

飼

昌

男

森

田

由

記

牛

尾

浩

臣

ト

部

行

弘

日

野

篤

吉

井

武

史

横

田

健

青

木

勘

時

山

口

卓

也
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昭
和
六

0
年
度
学
会
大
会
（
ー
ニ
月
七
日
）

研
究
発
表

土
器
か
ら
見
た
中
期
弥
生
社
会
の
一
様
相

鎌
倉
仏
教
に
お
け
る
禅
僧
の
特
質

ー
ー
法
燈
国
師
伝
を
中
心
に

I

徳
川
吉
宗
の
初
期
政
治
思
想

イ
ギ
リ
ス
旧
植
民
地
帝
国
の
成
立
に
つ
い
て

大
宝
二
年
戸
籍
に
み
え
る
勝
姓
者
に
つ
い
て

第
一
次
世
界
大
戦
と
カ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝

栄
西
の
『
喫
茶
養
生
記
』

ー

[
K
代
の
喫
茶
文
化
か
ら
の
一
考
察

I

遊

佐

教

寛

市
川
如
理
夫

日

野

篤

吉

井

武

史

田

中

美

佐

千

喜

良

淳

原

田

正

俊

木
庭

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
初
期
に
お
け
る
貨
幣
の
展
開

ー
商
業
の
復
活
前
史

l

熊
野
速
玉
大
社
の
祭
祀
構
成

公
共
交
通
利
用
か
ら
み
た
大
阪
都
心
部
の
流
動
特
性

宋
代
出
版
業
の
政
治
・
経
済
的
背
景
に
つ
い
て

ー
臨
安
の
書
雖
陳
氏
の
事
績
を
中
心
に
ー
ー

新

羅

使

・

渤

海

使

の

来

朝

と

大

宰

府

中

西

日

本

朱

子

学

に

関

す

る

基

礎

的

考

察

遊

佐

除

痘

館

体

制

の

確

立

と

種

痘

舎

浅

井

ー
ー
大
阪
地
域
に
お
け
る
種
痘
普
及
事
業
を
め
ぐ
る
問
題
ー
ー

特
別
講
演

現
成
サ
ン
ゴ
礁
の
サ
ン
ゴ
群
集
に
つ
い
て

元
晴

正
和
教
寛
允
晶

黒

田

一

充

石
川
雄
一

一
ノ
瀬
雄
一

光
畑

一
司

◇
本
号
七
一
―
―
し
五
頁
掲
載
の
「
会
員
の
発
表
論
文
目
録
」
は
、
当
方
へ

連
絡
の
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
論
文
な
ど

を
発
表
さ
れ
ま
し
た
ら
、
史
学
・
地
理
学
科
合
同
研
究
室
ま
で
ハ
ガ

キ
な
ど
（
電
話
は
避
け
て
下
さ
い
）
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

（
編
集
委
員
会
）

◇
第
六
四
号
の
会
員
発
表
論
文
目
録
（
三
五
頁
）
の
誤
り
を
訂
正
し
、

お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

（
誤
）
藤
吉
真
澄

（
正
）
藤
善

真
澄

G
a
t
e
w
a
y
 C
o
m
m
u
n
i
t
y
と

E
m
p
o
r
i
a

紀
伊
半
島
山
間
部
の
採
集
活
動
に
つ
い
て
の
一
考
察

鶴
野
皇
女
の
立
后
に
つ
い
て

近
世
前
期
幕
府
財
政
に
つ
い
て

大
阪
婦
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

特
別
講
演

ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
観
と
一
八
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想

芝

井

敬

司

光
畑
一
司

河

田

智

子

寺
西
貞
弘

藤

田

恒

春

石

月

静

恵

-77-




